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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，カトリック教会群や「キリシタン文化」と呼ばれる長崎の宗教的な歴史・文化

が，現代のツーリズムとのかかわりから，どのように観光資源化されているのかを検討し，宗
教的な聖なる空間が観光地として構築されていく様態を検証した。その結果，聖地は社会経済
的，政治的，文化的，あるいは宗教的といったさまざまな目的をもった意味ある主体の思惑に
よって，創造され，新しい意味を付与されていることが明らかにされた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to examine how some religious historic cultures named "Crirstao" in 
Nagasaki prefecture become modern tourism resources, and how religious sacred places are 
constructed as tourist areas. Tourism commodification of a pilgrimage to a sacred Christian place is 
also performed in the Goto Islands beside Hirado-City. Sacred places serve purposes that are 
socio-economic, political, cultural and the religious in nature. These purposes give meaning to the 
subject (person) according to his or her intentions, which gives new meaning to these sacred places. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会では，聖地はポリティカルな存在
として，絶えず創造と再構築とを反復してい
る。このような聖地創造と場所の再構築を理

解するうえで，ツーリズムという視点は有効
である。聖地を観光資源として利用する動き
は，全国各地で顕著にみられる現象であり，
地域社会における聖地創造にかかわる実証



的な解明は重要な課題であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，観光資源としての聖地の
有効活用を企図する地域社会側のアクター
と，観光資源化に伴う聖地の側の適応的戦略
を，現地調査により実証的に解明することを
通して，聖地という特別な意味を持つ場所の
創造・変容・再構築にかかわる地域動態を分
析することである。具体的な研究課題として
は， (1）商品化される聖地巡礼とその課題，
(2）聖地をめぐるツーリストの動態，(3) 社
会経済的な環境変化に対する門前町の適応
的対応，の 3 点に取り組むこととした。 
 
３．研究の方法 
 日本における聖地をめぐる場所のポリテ
ィクスの動態を実証的に検討するために，国
内複数地域における現地調査を実施する。特
に長崎県平戸地区，上五島地区におけるキリ
シタンの事績やそれに関連するカトリック
教会群をめぐる観光資源化とホストの側の
適応戦略および千葉県成田市における成田
山新勝寺門前町の地域変容に焦点をあてる。 
 
４．研究成果 
 本研究により明らかにされた知見は以下
の通りである。 
 
(1）商品化される聖地巡礼とその課題 
長崎県の観光戦略のなかで「キリシタン」

は重要視されており，具体的に商品開発がな
されたのが「長崎キリシタン紀行」である。
「キリシタン紀行」のコンセプトは，「高級
志向・高付加価値」にある。いわゆる団塊の
世代をターゲットとした少人数・ガイド付き
のこだわりの旅であり，料金は高くてもゆっ
たりして，しかも歴史や文化を学びたいとい
う欲求に応える商品として企画された。 

こうした教会めぐりを聖地巡礼として促
進する動きはカトリック教会側からも起こ
っている。2005 年にはカトリック長崎大司教
区監修による『長崎・天草の教会と巡礼地完
全ガイド』が刊行された。本書では，殉教者
を偲ぶ巡礼地ガイドとして，各地の殉教地や
記念碑，墓地・墓碑，セミナリオ跡などを提
示し，それらを聖地巡礼としてアピールして
いく手段の一つとして，教会群や殉教の聖地
巡礼を打ち出している。 

長崎におけるキリシタンの聖地巡礼を，宗
教的意図のみならず，地域の歴史的文化遺産
として，また観光振興の手段として活用しよ
うとする動きは，2007 年に「長崎の教会群と
キリスト教関連遺産」が世界文化遺産のわが
国における暫定登録リスト入りを契機とし
て，さらに高まりをみせている。長崎県観光
連盟では早速，「新しい文化の創造“ながさ

き巡礼”の創設に向けて」と題した観光資源
活用の企画を打ち出した。ここでは，長崎県
内各地に残る有形・無形のキリスト教関連の
資産を再検証し，カトリック長崎大司教区と
の協議の上，公式の「ながさき巡礼の道（ル
ート）」というオーソライズされた新しい巡
礼の道を創造し，長崎県の観光振興に寄与す
ること期待されている。具体的な活動指針と
しては，長崎大司教区との協働による「巡礼
地」の選定と巡礼の道づくりに始まり，巡礼
のマナーや公認ガイドの育成，「ながさき巡
礼マップ」等を作成し，イベント開催や各種
メディアを通して広く情報発信をしていく
ことが挙げられている。こうした企画を受け
て，長崎大司教区では，2007 年 5 月に「長崎
巡礼センター」を開設しスタッフを配置して
いる。長崎県内の巡礼地と巡礼関連地を巡礼
のモデルコースとして紹介するほか，カトリ
ック史などに詳しい巡礼ガイドを派遣する
などの対応も始めた。 
 このように，「ながさき巡礼」は既存の教
会や殉教の聖地をルート化するものである
が，その背景にはさまざまな要因がある。つ
まり，巡礼発展による観光客の増加を期待す
る地元自治体の政治・経済的な要請，カトリ
ック側の宗教的理念と布教戦略，スピリチュ
アルブームといった社会的・宗教的状況，団
塊の世代の退職期に伴う文化遺産観光への
関心の高まりなどを背景に，「ながさき巡礼」
という社会的な聖地創造への取り組みがな
されているのである。 
 
(2）聖地をめぐるツーリストの動態 

教会をめぐりに来た人は，上五島の教会を
どのように感じているのだろうか。上五島内
の教会に設置された雑記帳のうち，5教会（大
平，中ノ浦，土井ノ浦，大曾，江袋）のデー
タをもとに分析を行った。 
信仰者の場合，すべての教会を巡ることを

意識している人もみられる。例えば「上五島
の 29 の教会を訪問したいと参りました」が
好例である。巡礼者が教会を訪ねたとき，そ
こで得られる体験は多様であるが，心の安ら
ぎや落ち着きを感じたと記述する人が多い。
「心の落ちつく場所であり，ふるさとです」，
「とても心安らぐ教会です」といった例は，
教会一般で体験されるものと同一と解釈す
るよりも，上五島におけるキリシタンの歴史
と風土，離島という地理的な位置などが相ま
って生じてくる体験であると考えられる。こ
うした信徒のまなざしは，教会の建造物に関
してもその審美的・芸術的な価値だけではな
く，「（信徒の）皆様が堂内を美しく飾ってい
るのをみせていただき感謝いたします」のよ
うに，教会を支える人々の暮らしや営みその
ものへの感謝の念が示されている。カトリッ
クの信徒にとって上五島の教会は，ヒーリン



グ（癒し）が得られる特別な場所であり，こ
うした聖なる力の源泉は上五島のキリスト
教史や人々の生活，風土が融合して作り出さ
れたものであることがわかる。 

これに対して，カトリックの信徒を除く一
般の観光客や地元の人の場合はどうであろ
うか。動機をみると，海水浴や釣りなどの目
的で来島して随伴的に教会を訪れる例や新
婚旅行や定年後の旅の目的地として上五島
に来た人も多い。他方で，自分や親戚の故郷
として上五島の教会を訪れる人も少なくな
い。またカトリック文学（遠藤周作）に惹か
れてその舞台である上五島に来た人や念願
の初来島を楽しみに来た人もあった。上五島
の出身者が帰島の際に教会による例はたく
さんみられるが，必ずしもカトリックの信徒
とは限らず，むしろ一度島を離れた人が，自
分の上五島出身者であるアイデンティティ
を確認する行為として教会を訪問している
ことが考えられる。 

観光客は教会で何を感じたのであろうか。
顕著な特徴として，島の歴史に関して記した
人が複数みられたことが指摘される。なかに
は歴史観が大きく変わった旨の記述もみら
れた。こうした歴史への追憶は「建造物の歴
史が教会を建てて維持してきた人々の営み
である」ことの理解にもつながっている。こ
のように上五島の教会を訪れるという行為
は，観光客にとって歴史観の再構築にもかか
わる重要な体験を与えうるが，島民や親類縁
者を島にもつ人にとっても，「先祖がこの島
で一生懸命生き，信仰を守ってくれたこと」
に対する感謝の念を醸成し，ひいては島出身
者のアイデンティティを確認・強化する行為
となっていることがわかる。 

教会を訪問することによって得られる体
験は，非信徒である観光客においても，宗教
的な体験と類似した構造をもっている。例え
ば「心の安らぎ」や「落ち着き」，「心休まる」，
「苦しみが癒される」といったヒーリングや
リラックスの感覚は信徒のそれと共通して
いる。なかには漁業関係者でかつて漁をして
いた海を想い，祈りを捧げている人もみられ
た。 

一方で信徒と比較して特徴的な表現とし
て，教会の建造物の美しさや立地の素晴らし
さに対する評価を挙げることができる。その
結果，非信徒であっても「教会の美しさに魅
了されて，福江・中通島を回っている人も珍
しくない。こうした教会の価値の審美的評価
は，「いつまでも大切に守り続けてほしい」
といった感想に接合される。美しい教会と教
会が建てられた島の歴史，そしてそれを守り
維持してきた人々の生活，これらの要素が結
合して，教会が文化財的価値を有するものと
して来訪者に認められているものと考えら
れる。 

 
 (3) 社会経済的な環境変化に対する門前町
の適応的対応 
 成田市の中心市街地の形成は新勝寺の表
参道を核とする門前町を起源としている。明
治期以降，鉄道網の敷設により東京からの日
帰りが可能となった新勝寺は参詣者が増加
し，成田駅と新勝寺の途上に位置する花崎町
や上町にも参詣者向けの店舗が立ち並ぶ表
参道となり，1960 年代にかけて中心商店街と
してにぎわった。しかしながら交通利便性の
向上による観光・参拝者の日帰り化の進展に
加え，講社による集団参拝から個人参拝へと
いう参拝様式の変化，モータリゼーションの
進行に伴う動線の分散化などを要因として，
新勝寺周辺の旅館は廃業もしくは飲食店・土
産物店への業種転換を余儀なくされること
となった。 
こうした業種転換の動きは，1978 年の成田

空港開港や 1980 年代以降の成田市周辺地域
における大規模小売店舗の開設などの外部
要因によっても促進された。1990 年代になる
と，こうした商店街の状況に危機感をもった
店主を中心として，まちづくり協議会が組織
され，行政とともに街づくり事業が遂行され
た。1996 年から始まったセットバック事業お
よびファザー度整備事業による外観の整備
は，2000 年以降，電柱類の地中化埋設事業に
接合され，表参道としての景観の修景・創造
が進められた。これらの景観整備にかかわる
街づくりの事業の先導的役割を果たしたの
は上町である。新勝寺と成田駅の中間に位置
する上町は，仲町や花崎町と比べて通過交通
量が少なく，商店会としての危機意識がもっ
とも強い地区であった。セットバック事業や
ファザード整備事業には反対する店舗もあ
ったが，2009 年時点で約九割の店舗で両事業
は完了している。この結果，歩道は拡幅され
表参道としての景観が整備され，来訪者の評
判もよく，国土交通省による都市景観大賞を
受賞（2005 年）するなど，上町のハード面で
のまちづくりは着実に成果を収めつつある
といえる。 
このようにまちづくりの方向性は，同じ表
参道であっても各町会によって異なるが，本
研究で対象とした成田市の中心市街地は，門
前町的な機能を残す町として，また中心商店
街として商業・サービス業が十分に機能し，
中心市街地の空洞化が進行していない地区
であると考えられる。このことは何よりも，
講社による団体参拝は減少したものの，成田
山新勝寺が有数の観光・参拝者をひきつける
寺院であり，モータリゼーションが進展した
現在においても，表参道の歩行者通行量が大
きいことが要因である。同時に空港建設を契
機として，成田市および周辺地域には巨大な
インフラ整備に投資がなされ，それらが豊か



な雇用機会を創出し，首都圏 50～100km 圏に
位置する地方中心都市として，恵まれた社
会・経済的状況にあることも指摘されよう。
さらには，絶えず商業地域としての存続に対
する危機感が底流にあり，内発的・自発的な
まちづくりの取り組みがなされることによ
り，業種転換を図りながら，時代の変化に対
応し，商業空間を維持してきたのである。 
 以上のように，新勝寺と門前町との関係を
宗教ツーリズムの経済学という視点からみ
ると，互恵的な関係にあることが指摘される。
参拝者は宿泊や飲食，土産物・記念品の購入
において，門前町に依存する一方で，門前町
は各種イベントを通年的に開催し，参拝客の
周年化を企図してきた。すなわち門前町は新
勝寺と相互依存しつつ，社会的環境の変化に
対し，適応的に対応してきたと言える。 
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